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要旨 

新潟県佐渡市で創出された「スポニチ佐渡ロングライド 210」において、イベント参加者の

観光行動の把握と観光振興上の効果を把握した結果、以下のことが明らかになった。➀佐渡

における観光入込客数の半減避退する危機感から、イベントが新設された。い 210 ㌔を走

破するコースは高い訴求力を有し、3000 人規模で参加者を集めるイベントへと成長した。

➂イベント参加の為の宿泊は不可欠であり、分散する宿泊実績は、経済外交化が全党的に再

配分可能であることを示す。④協議制の低い胃炎との性格により、熟年層を多く集め、彼ら

の高い可処分所得が相対的に多大な支出をもたらしている。⑤多くの参加者が観光体験を

経ることなく帰途についている。 

イベントの創出により、観光入込客数の逓減は、若干ながら鈍化した、今後の観光振興のた

めには更なる工夫が必要である。 

 

感想 

今年度の伝統班の先行研究として用いることが出来るかなと思った。宿泊が必須な状況下

で体験を行えば、観光体験を経ることなく帰途につくことは考えづらいと考えたためであ

る。 

コロナの状況など、読めない部分も多少はあるが、意義深い実験・研究となるよう、準備を

重ねたいと思った。 


